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BD社マルチカラーセルソーター (FACS)

特徴・使⽤⽤途︓
§ ソフトウエア︓BD FACSDiva
§ 搭載レーザー︓ 405/488/531/633nm
§ 蛍光チャネル数︓13検出器（右図参照）
§ ノズルサイズ︓70、85、100ミクロン
§ Flow Rate: 5,000〜20,000 cells / sec
§ 同時ソート数︓最⼤４-Way

機器名︓BD FACSAria II Sorter
設置場所︓ 医⽣研1号館307号室

注意事項等︓

§ 医⽣研4号館動物施設のSPFマウスサンプル以外は使⽤できません。
§ 使⽤にあたっては、BDによるトレーニング受講修了証の提出が必要です



正⽴型⼆光⼦共焦点レーザー顕微鏡

特徴・使⽤⽤途︓
§ iSAL蛍光⽣体イメージング室の機器として運⽤・管理されています
§ 正⽴型顕微鏡
§ 対物レンズ: 5x, 16×, 25x, 40x
§ 検出機:PMT 1ch, HyD 3ch
§ レーザー: 405;442;458;476;488;514;561;633nm
§ ⼆光⼦レーザー: Coherent Chameleon+OPO(1300nm)

§ 昨年度、下記対物レンズおよびステージのアップグレードを⾏いました︕
・サイエンティフィカのステージをLASXから制御可能になりました
・透明化用16x/0.60 WD2.5（屈折率は水から1.57まで調整可能）レンズ
を搭載しました

機器名︓Leica TCS SP8-MP DM6000CFS
設置場所︓医⽣研1号館117号室

注意事項等︓
§ 使⽤にあたっては、事前に蛍光⽣体イメージング室

にご相談下さい。



クライオ透過型電⼦顕微鏡 (cryo-TEM)

特徴・使⽤⽤途︓

機器名︓Glacios Cryo-TEM (Thermo Fisher Scientific)

設置場所︓分⼦⽣物学実験研究棟 W106/104

注意事項等︓
§ 使⽤にあたっては、事前に野⽥研究室にご相談下さい。
§ 共同研究としてのみ利⽤可能です。
§ 研究対象である病原ウイルスの構造解析に使⽤するマシンタイム

および⼈的資源が確保できる範囲内で利⽤可能です。
§ 事前に⼗分な取扱説明とトレーニングが必要です。
§ 病原体・遺伝⼦組換え⽣物（P2レベル）の管理区域です。

§ 加速電圧200kVの透過型電⼦顕微鏡
§ クライオステージ、⾃動試料交換機構、電⼦線直接検出器を

搭載し、⾼速⾃動撮影に対応
§ 主に精製分⼦試料の⾼分解能構造解析に使⽤する。
§ クライオ電⼦線トモグラフィー法の使⽤が可能

SARS-CoV-2
Sタンパク質の
三次元構造
(分解能~3.0Å)



透過型電⼦顕微鏡 (TEM)

特徴・使⽤⽤途︓

機器名︓HT7700 (HITACHI)

設置場所︓分⼦⽣物学実験研究棟 W201

注意事項等︓
§ 使⽤にあたっては、事前に野⽥研究室にご相談下さい。
§ 事前に⼗分な取扱説明とトレーニングが必要です。
§ 病原体・遺伝⼦組換え⽣物（P2レベル）の管理区域です。

§ 加速電圧80kVの透過型電⼦顕微鏡
§ 負染⾊法で、精製分⼦試料の構造を観察することができる。
§ 超薄切⽚法で、細胞内のオルガネラやウイルス粒⼦、

タンパク質の微細構造を観察することができる。

超薄切⽚法で観察した
培養細胞内で増殖し、
放出されるSARS-CoV-2

SARS-CoV-2の負染⾊像



医生物学研究所 研究支援室では
今後、BiacoreやCell sorter等の
最新機器を拡充予定です！

利用可能時間 9am‒ 5/7pm
ご利用よろしくおねがいします。

質問・問い合わせ:
SharedResFac@infront.kyoto-u.ac.jp


